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荒尾精が初めて上海を訪れたとき（1886、明治 17 年、28 歳）、すでに上海で活躍してい
た岸田吟香は、十分上海で場数を踏み、日本人初のすぐれた国際商人になっていた。その岸
田吟香（以下、吟香）が初めて上海へ足を踏み入れたのは、1866 年（慶応 2 年）の 9 月、






















岸田吟香は 1833 年(天保 4 年)、美作国久米北上郡垪和村で生まれた。幼名は辰太郎、名
前は太郎だが、名前はくるくると変え、やがて銀次、銀治系に落ち着き、きままな理由から
「ままよの銀」となり、さらに「銀公」となって、最後に到達した名前が「吟香」という号








そこで力量をつけた吟香は、1852 年（嘉永 5 年）に江戸の津山藩邸につとめ、幕府の昌
平坂学問所でさらに漢学をきわめる一方、水戸藩邸などでの講義をし、藤田東湖とも交わっ
























                                                   






吟香の上海での日記は、1866 年 9 月から翌 1867 年 5 月までの 8 ヶ月弱の上海滞在中に
「呉淞日記」として几帳面に記録されたものである。それらは表紙の記録からみると 6 分
冊におよんでいたことがわかる。しかし、現在目にすることが出来るのは、『社会及国家』
に収録された「第二の冊」（12 月 1 日～12 月 30 日）のほか、「第三の冊」（1 月 1 日～2 月
5 日）、「第五の冊」（3 月 1 日～3 月 29 日）、「第六の冊」（4 月 1 日～4 月 4 日）の現物の三





















































前述で触れたように、吟香はヘボン夫妻と 1866 年 9 月 10 日に横浜を出航、9 月 15 日に
は上海に到着し、すぐに美華書館で辞書の印刷に取りかかっている。1866 年は幕府が一般
民間人の海外渡航を認めた年でもあった。おそらくこの時点から民間人初の上海における
吟香の日記記録が始まり、第 1 冊となったはずである。しかし、残念ながらこの 9 月後半、
10 月、11 月一杯までの分は不明である。次の 12 月 1 日から始まる第 2 冊では、吟香がす
でに上海で水を得たように動き回っている記録が展開しており、それを可能にした吟香の










しかし、その前、1853 年、秘密結社小刀会は隣の県で武装蜂起し、上海を 1 年半にわた
って占拠し、知県は殺され、城内の大半と小東門外の十六舗が焼かれて荒廃し、城内の住民
























































































                                                   
(15) 前掲（7）。 
図 1 吟香が通った小東門外の英華書館の位置の推定地（矢印） 
（ベースの地図は 19 世紀末の「重脩上海縣城廂推廣租界地理全図」 
10
13 日には 200 枚の版下が上がり、紙は 100 張分だと記している。本格的な進捗である。 
















30 日には、400 張分の完成。「情死」という言葉まで校正。 
以下 2 月は、残念ながら、日記が欠けているので、辞書づくりの状況は不明。 
3 月になると日記があり、以下のように辞書づくりの記録が見られる。 

















のシャレである。以上の完成に対して、吟香はヘボンから 50 枚（50 ドル）を受け取ったと
いう。この件について、この額は当時の雇用人相当の額だという研究がある(16)。 
                                                   
(16) 前掲（7）の③。 
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 全体として、吟香の行動を見ると、日記の記録日数は、12 月は 30 日分で、毎日記録さ
れ、翌 1 月も 30 日分で、この月も毎日記録されている。2 月は 1 月につづく 5 日分のみで、
内 1 日分が記録なし。3 月は 29 日分で毎日記録。4 月はそのつづきで 4 日分のみである。
従って総記録日数は当該日数の 98 日のうち 97 日で記録され、ほとんど毎日記録されてい
たことがわかる。 














































斯桎（魯生）先生に海屋から届いた海苔を味合わせている。また、12 月 5 日には、凌蘇へ
題句を乗せた竹画をもたせている。この時期、早くも吟香の竹画が有名になっていたことが
わかる。12 月 6 日には野道を散歩し、よい景色を楽しみ、白髪の老人と知り合いになって
いる。12 月 7 日は、清国へ来てさらに痛感したのであろう四角い漢字文字への拒否と、読
みやすい文字での実用本の出版の必要性を論じて記している（後述）。 
こうして、1866 年（慶応 2 年）、12 月 8 日、この現存する日記のなかでは最初の上海の
徘徊を行っている。図 2 がそのコースである。最初は少し細かく見てみよう。日記を見る



















































そして、やっと雪が消えた 12 月 14 日、湯に出かけ、ひげを剃り、きもちがよかったと































次の徘徊は 12 月 22 日。瑞
興号から城煌廟を経たあとの




12 月 24 日は、年末の雰囲気のためか、急に江戸の仲間たち、ふるさと美作の垪和（は
が）での古い友人のこと、12 月 26 日には、これまでどこで新年を迎えたかなどの記憶の記
録が見られ、日本への恋しさに浸っており、12 月 28 日には、11 年前に作った詩まで思い
出し、よく出来ていて、詩歌を読むのは風流なことだが、無駄なことだからうまくならなく
てよいなどと記し、翌年には早く帰りたいと記すようになっている。望郷の念がわき上がっ
ていくのもうかがわれる。12 月 29 日は、ヘボンからの話と自分史を記し、「ままよ」でこ
の 6、7 年生きてきたから、一生「ままよ」で生きたい、と記している。 






















翌 2 日から 4 日は、新年の年始回りの来訪客が吟香宅へ次々とやってきたり、誘われた
りし、吟香はかれらに竹画を描いて渡し、6 日まで竹を描いている。そのためか面白くない
正月だとし、6 日の午後は美華書館の 3 人の関係者と大馬路まで行って飲んでいる。 














































（14 歳）を代表として組織された 30 人あまりの徳川遣欧使節団であった。吟香は代表の若
い徳川昭武を「みんぶさま」と称し、利発そうな人物だとしている。徳川昭武の水戸藩に出
入りしたことのある吟香には、親しみを感じたのだろう。また、「おぶぎようさま」は向山









































                                                   
(19) 前掲（9）。 























1 月 18 日と 19 日はまた元
の生活に戻り、仁圃先生など
と交流している。 























いたりと雑用的な日々を過ごしているが、1 月 24 日には、吟香がまじめだと評している仁












































































しかし、残念ながらこのあとの 2 月分は、日記を欠くためわからない。 












































図 9 2 月 5 日の徘徊コース 
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李芝齊が 2 階での盃に誘うので、上がると黄雲山や福建の商人、満州人など 6 人がいて、



















































































3 月 23 日。ヘボンからよい辞書名をつけてほしいといわれ、『和英詞林集成』と命名し
                                                   
(20) 前掲（9）の①。 





3 月 24 日。川岸を南下し、日本人をさがすと、柳川藩の蘇我準造に会う。昨秋から船で
遊び歩き、シンガポールなどへ行った話を聞く。一緒に東来洋行へ寄って船賃を聞き、次い














































3 月 28 日は体調不良としながら、頼まれた竹画を 12～13 枚描いている。3 月 23 日には、
蚊がすでに出て蚊帳をつったとあったが、この日は蚊が増えたとある。湿地の多い虹口の場
所柄があるだろう。 




4 月 1 日、暦は夏、早起きして、水で体を洗い、洗濯した手の着物を着、部屋の掃除をし
ている。丁介生が常州土産を持って来る。あと蘇我も来訪、頼まれていた扇画を渡す。蘇我












4 月 2 日。朝、日本からの手紙を瑞興の学松が届けてくれる。江戸大天満の高木五郎兵衛、




























































































































































































以上、岸田吟香がはじめて訪れた上海での 1866 年 9 月から翌 1867 年 5 月までの滞在期




























最後に、荒尾精との関係であるが、その出会いはこの後 20 年ほど後の 1886 年のことで
あった。吟香はすでに何度も上海の地を踏み、楽善堂を構え、国際商人として事業にも成功
し、多くの上海人とのコミュニテイを形成していた。そこへ突然現れた荒尾は、吟香が初め
て上海の地を踏んだ年齢とほぼ同じ。その若者が清国に強い関心を持っていることを知り、
吟香はそれが本気かどうか疑った後、日清間貿易をめざすその強い心の持ち主であること
を確認し、吟香が得た上海、清国での貿易と商売上の知識を教え、荒尾に漢口での吟香の支
33
店開設を認めた。日清戦争が始まる 10 年近く前のことであった。荒尾は、それらの成果を
踏まえ、1892 年大著『清国通商総覧』を、のちにビジネススクールである東亜同文書院の
院長になる根津の手を経て編集・出版している。そのため、吟香はのち当初の東亜同文書院
とその経営母体の東亜同文会の理事としてつながりを持った。 
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 本研究を進めるに当たり、文科省科学研究費助成事業基盤研究（C）、（課題番号 26370934、
「近代中国地域像基軸と変動」）を利用した。謝意を表したい。 
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